
 
 
 

報道機関各位 

  

 

平成 24年 6月 14日 

東北大学大学院医学系研究科 

 

新しい医療研修拠点の設立 

東北大学大学院医学系研究科「総合地域医療研修センター」「東北大学クリニカル・

スキルスラボ」開所のお知らせ 

 

 

東北大学は、平成 24 年 1 月 1 日に、東北地方における地域医療・被災地医療支援、災害医療学の人材養

成を目的として、星陵地区の 4部局（医学系研究科、東北大学病院、加齢医学研究所、歯学研究科）が合同

で「総合地域医療研修センター」を設置致しました。また、宮城県地域医療再生計画に基づき、医学系研究

科艮陵会館を改修し、地域の医療人の研修・再教育を目的とした臨床技術のシミュレーション・トレーニン

グを行うスキルスラボを整備致しました。本スキルスラボは、地域への開放を運営方針の大きな柱に据え、

また規模の面でも日本有数のものとなります。 

今後、センターは、東北大学クリニカル・スキルスラボの施設なども利用しながら、被災地域などから多

くの医療人材を受け入れて再教育・人材養成に努めていきます。 

 

【参考】 東北大学医学系研究科総合地域医療研修センター 

東北大学医学系研究科総合地域医療研修センターは東日本大震災で被災した医療人を受け入れ、大学病院

の先端医療に携わる場を提供するとともに、最先端のシミュレーターを導入したトレーニングセンターを整

備し継続的な訓練の場を提供します。 

 

Ⅰ．被災地の医療人材の受け入れと高度医療人としての再教育 

東日本大震災で被災した医療職人材を受け入れ、最先端医療・医学に触れさせることで高度医療人を養成

します。 

Ⅱ．新たな災害医療学の確立と地域・災害医療に携わる人材の養成 

災害・救急医療の専門家及び震災を経験した医療人による医学・歯学教育を実施し、災害医療に対応する

人材の養成を積極的に行います。 

 

ウェブサイト：  http://www.ctc.med.tohoku.ac.jp/ 

 

【参考】東北大学クリニカル・スキルスラボ 

シミュレーターなどを使用して実際の医療現場を模した疑似環境を提供し、医学部学生・医師・看護師等

の臨床技能教育を安全かつ効果的に行うことができます。臨床現場を反復して再現でき，臨床技能習得のレ

ベルを上げるとともに， 学習へのモチベーションを高める効果もあり、教育的有効性は非常に高いことが知

られています。 

 また、各種シミュレーターを使用した実技教育を行うだけではなく、ハーフミラーを設置し医療面接で

のコミュニケーション能力向上に特化した、医療面接室なども用意しています。 

 

ウェブサイト：  http://www.csl.med.tohoku.ac.jp/ 

 

以上 

 

 

http://www.ctc.med.tohoku.ac.jp/
http://www.csl.med.tohoku.ac.jp/


 

東北大学大学院医学系研究科総合地域医療研修センターに関すること 

東北大学大学院医学系研究科総合地域医療研修センター 

センター長 張替秀郎 教授 

電話：022-717-7162 

メール：harigae@med.tohoku.ac.jp 

 

東北大学クリニカル・スキルスラボに関すること 

 東北大学大学院医学系研究科医学教育推進センター 

 教授 金塚 完 

 電話：022-717-8510 

 メール：kanatsuka@med.tohoku.ac.jp 

 

報道機関お問い合わせ先 

 東北大学大学院医学系研究科・医学部 広報室 

 長神 風二 （ながみ ふうじ） 

 電話：022-717-7908 

  メール: f-nagami@med.tohoku.ac.jp 

  

 


